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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

平成23年度
第１四半期連結
累計期間

平成24年度
第１四半期連結
累計期間

平成23年度

(自　平成23年
４月１日

至　平成23年
６月30日)

(自　平成24年
４月１日

至　平成24年
６月30日)

(自　平成23年
４月１日

至　平成24年
３月31日)

経常収益 百万円 7,156 6,400 29,659

経常利益 百万円 689 1,111 3,740

四半期純利益 百万円 485 712 ──

当期純利益 百万円 ── ── 1,606

四半期包括利益 百万円 △229 △1,027 ──

包括利益 百万円 ── ── 2,065

純資産額 百万円 64,084 64,885 66,142

総資産額 百万円 1,041,5491,066,7581,038,976

１株当たり四半期純利益

金額
円 8.03 11.78 ──

１株当たり当期純利益金

額
円 ── ── 26.58

潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額
円 ── ── ──

潜在株式調整後１株当た

り当期純利益金額
円 ── ── ──

自己資本比率 ％ 5.88 5.80 6.08

　（注）１．消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

２．１株当たり情報の算定上の基礎は、「第４　経理の状況」中、「１　四半期連結財務諸表」の「１株当たり情

報」に記載しております。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については潜在株式がないので記載しておりません。

　

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当行グループ（当行及び当行の関係会社）が営む事業の内容については、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社についても、異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又は前事業

年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　以下の記載における将来に関する事項は、当第１四半期連結会計期間の末日現在において当行グループ（当行及び

連結子会社）が判断したものであります。

　

(1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間の国内経済は、全体的には内需が堅調に推移し、穏やかに回復しております。設備投資

は企業収益が改善傾向であることから、維持・更新投資や震災復旧関連投資により、底堅い動きとなっております。

個人消費は、消費マインドに改善傾向がみられ、震災関連需要や自動車に対する需要刺激策の効果等から堅調に推

移しております。しかしながら、欧州債務問題、電力供給の不安定さが懸念される中、景気の先行きにはいまだ不透

明感が残ります。

　当行の主たる営業基盤である北陸地域においても、海外経済減速の影響が見られるものの全体としては持ち直し

の動きが続いております。設備投資は製造業を中心に改善しており、個人消費は乗用車販売が堅調に推移し、旅行・

観光が持ち直しております。企業活動においては電気機械、医薬品を中心とした化学が高水準の生産を維持してお

り、全体としては生産水準が上昇しております。

　このような金融経済環境のなかで、当行グループは適切な対応を図りながら、経営全般にわたる効率化、健全化に

努めました結果、当第１四半期連結累計期間の経常収益は64億円、経常利益は11億11百万円、四半期純利益は７億12

百万円となりました。

　また、財政状態につきましては次の通りであります。

〔預金等〕

　譲渡性預金を含めた預金等につきましては、お客さまへのサービス向上を旨として営業基盤の拡充に努めまし

た結果、前連結会計年度末に比べ234億円増加し、当第１四半期連結会計期間末残高は9,610億円となりました。

〔貸出金〕

　個人向け住宅資金、地方公共団体並びに地元中堅・中小企業を中心とした資金需要に積極的にお応えしてまい

りましたが、前連結会計年度末に比べ62億円減少し、当第１四半期連結会計期間末残高は7,279億円となりまし

た。

〔有価証券〕

　資金の効率運用のため、国債や地方債等の引受けや購入に努めました結果、前連結会計年度末に比べ283億円増

加し、当第１四半期連結会計期間末残高は2,669億円となりました。

　

　セグメントごとの業績は次のとおりであります。

〔銀行業〕

　経常収益は54億34百万円（前年同四半期連結累計期間比５億64百万円減少）、セグメント利益は10億13百万円

（同３億26百万円増加）となりました。

〔リース業〕

　経常収益は９億89百万円（前年同四半期連結累計期間比１億99百万円減少）、セグメント利益は60百万円（同

２百万円減少）となりました。

〔その他〕

　経常収益は１億22百万円（前年同四半期連結累計期間比６百万円減少）、セグメント利益は41百万円（同94百

万円増加）となりました。
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①　国内業務部門・国際業務部門別収支

　資金運用収支は43億15百万円、役務取引等収支は２億13百万円、その他業務収支は３億97百万円となり、その収

支合計は49億25百万円であります。

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 相殺消去額(△) 合計
金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

資金運用収支
前第１四半期連結累計期間 3,903 399 △6 4,309

当第１四半期連結累計期間 3,946 362 △5 4,315

うち資金運用収益

前第１四半期連結累計期間
(35)

4,376
442 46 4,736

当第１四半期連結累計期間
(28)

4,280
396 30 4,618

うち資金調達費用

前第１四半期連結累計期間 473
(35)

42
53 426

当第１四半期連結累計期間 333
(28)

34
36 303

役務取引等収支
前第１四半期連結累計期間 257 △0 ―― 256

当第１四半期連結累計期間 213 △0 ―― 213

うち役務取引等収益
前第１四半期連結累計期間 481 4 7 478

当第１四半期連結累計期間 472 4 6 470

うち役務取引等費用
前第１四半期連結累計期間 223 4 7 221

当第１四半期連結累計期間 258 4 6 257

その他業務収支
前第１四半期連結累計期間 672 △9 131 531

当第１四半期連結累計期間 523 9 136 397

うちその他業務収益
前第１四半期連結累計期間 1,994 9 201 1,802

当第１四半期連結累計期間 1,404 9 212 1,201

うちその他業務費用
前第１四半期連結累計期間 1,321 18 69 1,270

当第１四半期連結累計期間 880 ―― 76 804

　（注）１．国内業務部門とは当行及び連結子会社の円建取引、国際業務部門とは、当行及び連結子会社の外貨建取引であ

ります。ただし、円建対非居住者取引、特別国際金融取引勘定等は国際業務部門に含めております。

２．相殺消去額とは、連結会社間の内部取引等に係る消去額合計であります。

３．資金運用収益及び資金調達費用の上段の（　）内計数は、国内業務部門と国際業務部門の間の資金貸借の利

息（内書き）であり、合計は控除して記載しております。
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②　国内業務部門・国際業務部門別役務取引の状況

　役務取引等収益は４億70百万円となり、役務取引等費用は２億57百万円となりました。

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 相殺消去額(△) 合計
金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

役務取引等収益
前第１四半期連結累計期間 481 4 7 478

当第１四半期連結累計期間 472 4 6 470

うち預金・貸出業務
前第１四半期連結累計期間 127 ―― 0 126

当第１四半期連結累計期間 121 ―― 0 120

うち為替業務
前第１四半期連結累計期間 171 4 ―― 175

当第１四半期連結累計期間 170 4 ―― 174

うち投資信託業務
前第１四半期連結累計期間 102 ―― ―― 102

当第１四半期連結累計期間 87 ―― ―― 87

うち証券関連業務
前第１四半期連結累計期間 6 ―― ―― 6

当第１四半期連結累計期間 2 ―― ―― 2

うち代理業務
前第１四半期連結累計期間 40 ―― ―― 40

当第１四半期連結累計期間 60 ―― ―― 60

うち保護預り・貸金

庫業務

前第１四半期連結累計期間 17 ―― ―― 17

当第１四半期連結累計期間 17 ―― ―― 17

うち保証業務
前第１四半期連結累計期間 14 ―― 6 8

当第１四半期連結累計期間 12 ―― 5 7

役務取引等費用
前第１四半期連結累計期間 223 4 7 221

当第１四半期連結累計期間 258 4 6 257

うち為替業務
前第１四半期連結累計期間 28 4 ―― 33

当第１四半期連結累計期間 28 4 ―― 32

　（注）１．国内業務部門とは当行及び連結子会社の円建取引、国際業務部門とは、当行及び連結子会社の外貨建取引であ

ります。

２．相殺消去額とは、連結会社間の内部取引等に係る消去額合計であります。
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③　国内業務部門・国際業務部門別預金残高の状況

○　預金の種類別残高（末残）

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 相殺消去額(△) 合計
金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

預金合計
前第１四半期連結会計期間 925,807 5,064 242 930,628

当第１四半期連結会計期間 956,837 4,767 604 961,000

うち流動性預金
前第１四半期連結会計期間 329,063── 242 328,820

当第１四半期連結会計期間 339,259── 604 338,654

うち定期性預金
前第１四半期連結会計期間 588,578── ── 588,578

当第１四半期連結会計期間 615,330── ── 615,330

うちその他
前第１四半期連結会計期間 8,165 5,064 ── 13,229

当第１四半期連結会計期間 2,247 4,767 ── 7,015

譲渡性預金
前第１四半期連結会計期間 ── ── ── ──

当第１四半期連結会計期間 50 ── ── 50

総合計
前第１四半期連結会計期間 925,807 5,064 242 930,628

当第１四半期連結会計期間 956,887 4,767 604 961,050

　（注）１．流動性預金＝当座預金＋普通預金＋貯蓄預金＋通知預金

２．定期性預金＝定期預金＋定期積金

３．相殺消去額とは、連結会社間の内部取引等に係る消去額合計であります。
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④　国内・海外別貸出金残高の状況

○　業種別貸出状況（残高・構成比）

業種別
前第１四半期連結会計期間 当第１四半期連結会計期間
貸出金残高
(百万円)

構成比
（％）

貸出金残高
(百万円)

構成比
（％）

国内（除く特別国際金融取引勘定分） 709,101 100.00 727,987 100.00

製造業 98,360 13.87 100,773 13.84

農業、林業 2,667 0.38 2,358 0.32

漁業 ── ── ── 0.00

鉱業、採石業、砂利採取業 1,523 0.21 1,201 0.17

建設業 41,131 5.80 39,774 5.46

電気・ガス・熱供給・水道業 8,903 1.26 16,937 2.33

情報通信業 10,889 1.54 12,087 1.66

運輸業、郵便業 16,434 2.32 16,291 2.24

卸売業 39,538 5.58 37,279 5.12

小売業 31,639 4.46 30,143 4.14

金融業、保険業 37,462 5.28 43,806 6.02

不動産業 33,270 4.69 35,384 4.86

物品賃貸業 6,452 0.91 6,401 0.88

学術研究、専門・技術サービス業 9,015 1.27 8,715 1.20

宿泊業 8,947 1.26 8,098 1.11

飲食業 3,829 0.54 3,924 0.54

生活関連サービス業、娯楽業 6,280 0.89 5,934 0.82

教育、学習支援業 1,642 0.23 1,894 0.26

医療・福祉 24,824 3.50 24,758 3.40

その他のサービス 10,635 1.50 10,517 1.44

地方公共団体 135,721 19.14 138,446 19.02

その他 179,933 25.37 183,258 25.17

特別国際金融取引勘定分 ── ── ── ──

合計 709,101 ── 727,987 ──

　（注）　「国内」とは、当行及び連結子会社であります。「海外」は該当ありません。

　

　

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更はありません。

　

(3）研究開発活動

該当ありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 180,000,000

計 180,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年８月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 60,809,700 同左 該当ありません 単元株式数　1,000株

計 60,809,700 同左 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年４月１日～

平成24年６月30日
－ 60,809 － 8,000,000 － 5,430,781

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」について、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成24年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ―― ―― ――

議決権制限株式（自己株式等） ―― ―― ――

議決権制限株式（その他） ―― ―― ――

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　 　392,000 ―― ――

完全議決権株式（その他） 普通株式　　59,194,000 59,194 ――

単元未満株式 普通株式　 　1,223,700 ―― ――

発行済株式総数 60,809,700 ―― ――

総株主の議決権 ―― 59,194 ――

　

②【自己株式等】

 平成24年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社富山第一銀行
富山市総曲輪二丁目２番

８号
392,000 ―― 392,000 0.64

計 ―― 392,000 ―― 392,000 0.64
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２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】
１．当行の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しておりますが、資産及び負債の分類並びに収益及び費用の分類は、「銀行法施行規則」

（昭和57年大蔵省令第10号）に準拠しております。

　

２．当行は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（自平成24年４月１日　至平

成24年６月30日）及び第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年６月30日）に係る四半期連結財務

諸表について、新日本有限責任監査法人の四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

現金預け金 17,369 14,186

コールローン及び買入手形 21,000 33,000

商品有価証券 80 27

金銭の信託 800 800

有価証券 ※2
 238,623

※2
 266,985

貸出金 ※1
 734,281

※1
 727,987

外国為替 558 1,109

リース債権及びリース投資資産 6,089 5,834

その他資産 9,906 5,413

有形固定資産 9,075 9,060

無形固定資産 397 556

繰延税金資産 5,687 6,699

支払承諾見返 4,026 3,913

貸倒引当金 △8,919 △8,817

資産の部合計 1,038,976 1,066,758

負債の部

預金 933,166 961,000

譲渡性預金 4,400 50

コールマネー及び売渡手形 8,200 10,100

借用金 13,400 14,637

外国為替 0 0

その他負債 5,212 7,852

役員賞与引当金 26 7

退職給付引当金 3,098 3,041

睡眠預金払戻損失引当金 88 68

偶発損失引当金 106 92

再評価に係る繰延税金負債 1,109 1,109

支払承諾 4,026 3,913

負債の部合計 972,834 1,001,872
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

純資産の部

資本金 8,000 8,000

資本剰余金 5,433 5,433

利益剰余金 50,649 51,135

自己株式 △278 △280

株主資本合計 63,804 64,288

その他有価証券評価差額金 △2,173 △4,026

土地再評価差額金 1,619 1,619

その他の包括利益累計額合計 △553 △2,406

少数株主持分 2,892 3,003

純資産の部合計 66,142 64,885

負債及び純資産の部合計 1,038,976 1,066,758
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

経常収益 7,156 6,400

資金運用収益 4,736 4,618

（うち貸出金利息） 3,097 3,054

（うち有価証券利息配当金） 1,625 1,551

役務取引等収益 478 470

その他業務収益 1,802 1,201

その他経常収益 ※1
 139

※1
 109

経常費用 6,466 5,288

資金調達費用 426 303

（うち預金利息） 340 284

役務取引等費用 221 257

その他業務費用 1,270 804

営業経費 2,981 3,053

その他経常費用 ※2
 1,566

※2
 870

経常利益 689 1,111

特別損失 0 18

固定資産処分損 0 0

減損損失 － 18

税金等調整前四半期純利益 689 1,092

法人税、住民税及び事業税 151 380

法人税等調整額 69 △43

法人税等合計 220 337

少数株主損益調整前四半期純利益 468 755

少数株主利益又は少数株主損失（△） △17 42

四半期純利益 485 712
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 468 755

その他の包括利益 △698 △1,782

その他有価証券評価差額金 △698 △1,782

四半期包括利益 △229 △1,027

親会社株主に係る四半期包括利益 △150 △1,140

少数株主に係る四半期包括利益 △79 112

EDINET提出書類

株式会社　富山第一銀行(E03646)

四半期報告書

15/22



【会計方針の変更等】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当行及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形

固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

　なお、これによる当第１四半期連結累計期間の経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微でありま

す。 

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※１．貸出金のうち、リスク管理債権は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成24年６月30日）

破綻先債権額 2,211百万円 2,154百万円

延滞債権額 15,138百万円 15,181百万円

３ヵ月以上延滞債権額 51百万円 57百万円

貸出条件緩和債権額 1,642百万円 1,449百万円

　なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。

 

※２．「有価証券」中の社債のうち、有価証券の私募（金融商品取引法第２条第３項）による社債に対する保証

債務の額は次のとおりであります。

前連結会計年度
（平成24年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（平成24年６月30日）

6,510百万円 5,924百万円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１．その他経常収益には、次のものを含んでおります。

前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

貸倒引当金戻入益 19百万円 貸倒引当金戻入益 59百万円

償却債権取立益 78百万円 償却債権取立益 15百万円

　

※２．その他経常費用には、次のものを含んでおります。

前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

株式等売却損 1,467百万円 株式等売却損 862百万円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

  当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

減価償却費 174百万円 167百万円

 

（株主資本等関係）

前第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

1．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 226 3.75平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期

間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

1．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 226 3.75平成24年３月31日平成24年６月29日利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期

間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社　富山第一銀行(E03646)

四半期報告書

17/22



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

１．報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

　
報告セグメント

その他 合計 調整額
四半期連結
損益計算書
計上額銀行業 リース業 計

経常収益 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客に対する経

常収益
5,938 1,100 7,039 117 7,156 ── 7,156

セグメント間の内部

経常収益
60 87 148 11 160 △160 ──

計 5,999 1,188 7,187 128 7,316 △160 7,156

セグメント利益又は損

失（△）
687 62 750 △52 697 △7 689

　（注）１．一般企業の売上高に代えて、それぞれ経常収益を記載しております。

２．「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、クレジットカード業務及び金

銭の貸付等の業務を含んでおります。

３．セグメント利益の調整額△７百万円は、セグメント間取引消去であります。

４．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

１．報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

　
報告セグメント

その他 合計 調整額
四半期連結
損益計算書
計上額銀行業 リース業 計

経常収益 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客に対する経

常収益
5,392 895 6,288 111 6,400 ── 6,400

セグメント間の内部

経常収益
41 93 135 10 145 △145 ──

計 5,434 989 6,423 122 6,545 △145 6,400

セグメント利益 1,013 60 1,074 41 1,115 △4 1,111

　（注）１．一般企業の売上高に代えて、それぞれ経常収益を記載しております。

２．「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、クレジットカード業務及び金

銭の貸付等の業務を含んでおります。

３．セグメント利益の調整額△４百万円は、セグメント間取引消去であります。

４．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　銀行業セグメントにおいて、営業用店舗１ヶ所の土地について帳簿価額を回収可能価額まで減額し減損

損失を計上しております。

　なお、当該減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間においては、18百万円であります。

　また、のれん等に関する該当事項はありません。
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（有価証券関係）

※１．企業集団の事業の運営において重要なものであり、前連結会計年度の末日に比して著しい変動が認められるもの

は、次のとおりであります。

　

　１．その他有価証券

前連結会計年度（平成24年３月31日）

 取得原価（百万円）
連結貸借対照表計上額

（百万円）　
差額（百万円）

株式 35,104 32,425 △2,679

債券 78,250 79,832 1,582

国債 27,045 27,602 556

地方債 17,041 17,639 597

社債 34,163 34,591 427

その他 78,777 76,745 △2,032

合計 192,132 189,002 △3,129

　

当第１四半期連結会計期間（平成24年６月30日）

 取得原価（百万円）
四半期連結貸借対照表計上額

（百万円）　
差額（百万円）

株式 36,591 31,009 △5,582

債券 107,055 109,249 2,194

国債 53,213 54,092 879

地方債 18,431 19,191 759

社債 35,410 35,966 555

その他 82,773 80,279 △2,493

合計 226,420 220,539 △5,881
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 円 8.03 11.78

（算定上の基礎）             

四半期純利益 百万円 485 712

普通株主に帰属しない金額 百万円 ― ―

普通株式に係る四半期純利益 百万円 485 712

普通株式の期中平均株式数 千株 60,433 60,415

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないので記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

  平成24年８月９日

株式会社富山第一銀行   

 取締役会　御中  

 新日本有限責任監査法人  

 
指定有限責任社員

業務執行社員
　 公認会計士 西川　正房　　印

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 橋上　徹　　　印

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 安田　康宏　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社富山第一

銀行の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から

平成24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社富山第一銀行及び連結子会社の平成24年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当行が別途保管

しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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